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平成16年6月5日発行　第7号 

情報誌 

柏崎刈羽原子力発電所の透明性を確保する地域の会 

柏崎刈羽原子力発電所の透明性を確保する地域の会（「地域の会」） 

原
子
力
発
電
所
の
安
全
運
転
と
地
域
の
安
心
を
求
め
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
活
動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

地域の会　概要 

　柏崎刈羽地域では、現に存在する原子力発電所と対峙して生活せざるを得ません。

それが事故無く稼動することは、個々の考え・主張の如何によらず、住民の最低かつ共

通の思いです。

　「地域の会」では、発電所そのものの賛否はひとまず置いて、事業者や安全運転に係

る行政当局の必要にして充分な情報提供に基づき、発電所の安全について状況を確認

し、地域住民の素朴な視線による監視活動を行うとともに、必要な提言を行うことを

目的に、平成15年5月に発足、設立趣旨に沿った様々な活動を行いながら1年が経過し

ました。

①会員は、柏崎市、西山町、刈羽村に在住し、会が認める各種団体および

　地域の推薦を受けた24名の委員で構成。任期は２年。

②会の任務：⑴原子力発電所の運転状況及び影響等の確認・監視

　　　　　　⑵事業者等への提言

　　　　　　⑶会での議論、活動等の住民への情報提供

　　　　　　⑷委員の研修

　　　　　　⑸その他会の目的を達成するために必要と

　　　　　　　認められる事項

③県、市町村、国、事業者はオブザーバー、又は説明者

　として出席

④会議の種類：定例会（毎月１回）、臨時会（必要に応じ

　開催）　※会は、すべて公開。
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視点　平成16年6月5日　第7号

平成16年４月７日(水) 18:00～20:30

柏崎原子力広報センター研修室

19名（欠席５名）

新潟県、柏崎市、刈羽村、西山町、地域担当官事務所、

保安検査官事務所、東京電力㈱　

・関係機関及び事務局紹介　　・前回定例会以後の動き

・委員意見交換

　　１・３号機運転再開について、

　　今後の定例会の進め方について

日 　 　 時  
場 　 　 所  
出 席 者  
オブザーバー 
 
内 　 　 容  

第12回定例会を開催しました 
　12回定例会では年度始めということもあって国、自治体、
東京電力などオブザーバーとして出席している関係機関・関
係者が挨拶に立ちました。
　引き続いて発電所を巡る動き、さらに１・３号機の運転再
開容認について新潟県と柏崎市の説明、東京電力側の説明が
あり、その後、出席者間における意見交換が行われました。

前回定例会以後の動き  

県
知
事
の
運
転
再
開
容
認
と 

１
・
３
号
機
の
運
転
再
開
を
巡
っ
て 

　
県
知
事
の
運
転
再
開
容
認
を
受
け
て
、
３
月

27
日
に

１
号
機
の
原
子
炉
起
動
が
行
わ
れ
、
１
号
機
が
フ
ル
出

力
１
１
０
万
kW
に
達
し
た
後
、
３
号
機
の
起
動
操
作
に
取

り
か
か
り
た
い
旨
東
京
電
力
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
説
明
時
、
東
京
電
力
か
ら
起
動
に
伴
い
一
部
系
統
に

不
具
合
が
生
じ
て
い
る
、
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
起
動
時
の
技
術
的
問
題
を
巡
っ
て
質
疑
応
答
が
あ

り
、
今
後
の
運
転
再
開
計
画
へ
の
影
響
な
ど
に
つ
い
て

意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

1・3号機の運転再開について 

1・3号機の運転再開容認について 
新潟県県民生活・環境部防災局 

原子力安全対策課 

県
と
市
が
１
・
３
号
機
運
転
再
開

容
認
の
背
景
と
根
拠
を
説
明 

　
両
号
機
の
運
転
再
開
の
判
断
理
由
に
つ
い
て
、
一
連

の
事
件
を
総
括
す
る
意
味
に
お
い
て
大
き
な
節
目
と

な
る
も
の
と
し
、
安
全
・
安
心
の
観
点
か
ら
総
合
的

に
判
断
し
た
、
と
の
説
明
を
新
潟
県
が
行
い
ま
し
た
。

　
続
い
て
説
明
に
立
っ
た
柏
崎
市
か
ら
、
県
当
局
の

説
明
に
加
え
、
国
の
安
全
規
制
体
制
と
の
関
わ
り
に

お
い
て
、
中
川
経
済
産
業
大
臣
と
市
長
が
意
見
を
交

わ
す
中
で
、
原
子
力
安
全
保
安
院
＝
規
制
行
政
部
門

の
分
離
独
立
問
題
に
つ
い
て
　
議
論
継
続
　
と
い
う

前
向
き
の
回
答
を
得
た
こ
と
、
地
元
の
保
安
検
査
官

事
務
所
が
広
報
体
制
を
整
え
た
こ
と
―
な
ど
に
よ
り

状
況
が
変
り
つ
つ
あ
る
、
と
判
断
し
今
回
の
容
認
の

判
断
を
行
っ
た
と
説
明
し
ま
し
た
。

   

意
見
　
住
民
の
理
解
が
進
ん
だ
、と
果
た
し
て
言
え
る
の
か
？ 

意
見
　
異
物
問
題
・
廃
棄
物
問
題
な
ど
そ
の
背
景
に
あ
る

問
題
が
根
絶
し
て
い
な
い
中
で
の
運
転
再
開
で
あ
り
、

容
易
に
納
得
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
住
民
の

声
や
議
会
で
の
議
論
を
踏
ま
え
た
上
で
、
運
転
再
開

容
認
を
妥
当
と
す
る
、
と
し
て
い
る
が
、
果
た
し
て

住
民
の
意
見
を
反
映
し
て
い
る
の
か
。
行
政
と
東
京
電
力
に

対
し
て
安
全
管
理
体
制
の
徹
底
を
要
望
し
た
い
。 

意
見
　
起
動
時
特
有
の
小
ト
ラ
ブ
ル
は
微
調
整
に
よ
り
解
決
し

て
い
く
も
の
と
考
え
て
い
る
。
東
京
電
力
も
そ
れ
な
り
の
説

明
責
任
を
果
た
し
、
企
業
責
任
も
明
確
に
し
た
も
の
と
受
け

止
め
て
い
る
。
国
に
対
し
て
は
よ
り
毅
然
と
し
た
姿
勢
を
、

と
い
い
た
い
が
、
総
体
と
し
て
運
転
再
開
を
肯
定
す
る
気
持

に
傾
い
て
い
る
。

　 　 意
見
　
運
転
再
開
が
行
政
ベ
ー
ス
で
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
不

信
感
を
覚
え
る
。
規
制
当
局
で
あ
る
国
の
動
き
に
つ
い
て
も
評

価
す
る
と
判
断
す
る
に
は
根
拠
が
弱
く
説
得
力
に
欠
け
る
、
と

い
う
印
象
を
抱
い
て
い
る
。 

Ａ　
国
の
規
制
の
あ
り
方
な
ど
、
よ
り
良
い
安
全
規
制
体
制
に

つ
い
て
今
後
も
提
言
し
て
い
き
た
い
。
安
全
規
制
の
あ
り
方

を
安
全
の
根
幹
に
関
わ
る
問
題
と
し
て
捉
え
、
あ
ら
ゆ
る
機

会
を
通
じ
て
国
に
対
し
て
問
題
提
起
を
し
、
要
請
し
て
い
く

こ
と
に
し
て
い
る
。

Ａ　
チ
ェ
ッ
ク
能
力
を
高
め
る
た
め
努
力
を
続
け
る
。
技
術
委

員
会
を
立
ち
上
げ
る
な
ど
し
て
、
県
と
し
て
も
状
況
に
応
じ

た
適
切
な
判
断
が
で
き
る
体
制
を
整
え
て
き
た
。
必
要
に
応

じ
て
国
お
よ
び
東
電
に
安
全
確
保
の
た
め
に
注
文
を
し
、
ま

た
こ
の
対
応
で
は
納
得
を
し
な
い
、
と
い
う
意
思
表
示
を
し

て
い
く
つ
も
り
だ
。

各プラントの状況及び今後の見通しについて 

（注）今後の進捗によって変更の可能性あり 

平成16年5月14日現在 

プラント状況 シュラウド 再循環系配管 備　　　考 

運　転　中 1　号　機 補修工事終了 補修工事終了 

停　止　中 2　号　機 補修工事終了 補修工事終了 

調整運転中 3　号　機 補修工事終了 補修工事終了 

運　転　中 4　号　機 （ひび無し） 補修工事終了 

調整運転中 5　号　機 補修工事終了 補修工事終了 

運　転　中 6　号　機 （ひび無し） 設備なし 

運　転　中 7　号　機 （ひび無し） 設備なし 

平成14年9月3日停止～ 
　平成16年4月8日発電開始（584日停止） 

平成14年9月20日停止～ 

平成14年8月10日停止～ 
　平成16年4月17日発電開始（618日停止） 

平成15年1月7日停止～ 
　平成15年7月25日発電開始（200日停止） 

平成15年3月1日停止～ 
　平成16年4月30日発電開始（427日停止） 

平成15年1月27日停止～ 
　平成15年5月9日発電開始（103日停止） 

平成15年3月29日停止～ 
　平成15年6月20日発電開始（83日停止） 

　次のことを踏まえ、安全・安心の観点から総合的に判断し、
１・３号機の運転再開を容認した。
１基本的な考え方
⑴１・３号機の運転再開の判断は、一連の事件を総括する
　意味において大きな節目となるもの
⑵運転の安全性の確保が大前提。その上で、再発防止対策
　への取組み、異物問題、廃棄物管理問題への対応等を含
　め、安全・安心の観点から判断
２安全性について
⑴国により、安全性が確認された旨の結果が示された。
⑵県としても、節目節目で現場確認等を行うとともに、国
　の検査結果を確認
⑶安全性に対する住民の理解は、一定程度進んだものと理
　解
３安心の観点から
⑴再発防止対策、異物問題・廃棄物管理問題への対応
ア一連の事件の反省を踏まえ、事業者の再発防止対策に対
　する体制等は整えられつつある。
イ異物問題・廃棄物管理問題
・これらの問題は、事業者の作業管理、品質管理は未だに
関係企業を含む作業現場の末端にまで浸透しきれていな
いことを示すもの。
・しかし、これらの問題は、原子炉の運転の安全性に直接
かかわらない問題であり、東京電力の改善努力には一定
の評価もでき、さらに企業の体質改善・改革にはある程
度の時間も必要なことなどから、今後とも東電の再発防
止対策について行政として厳しく確認していく。
⑵国の安全規制体制の見直し検討
アこの問題に対する経済産業省の認識と対応は、依然とし
　て後ろ向きであり不十分
イしかし、この問題は国の行政組織そのものにかかわる大
きな問題であり、運転再開の直接的条件にすべき性格の
ものではないことから、引き続きあらゆる機会を捉え、
国に対し誠実な対応を求めていく。
⑶地元の受け止め
・安心面に対する住民の意識には、なお厳しい面があるこ
　とは否定しない。
・市長、村長からは、この間の東京電力の努力についても
一定の評価がされているところであり、住民の声や議会
での議論等を踏まえた上で運転再開を容認することが妥
当とする判断が示された。

”
　
　
　
　
“

定
例
会
冒
頭
の
会
長
（
議
長
）
挨
拶

運
転
再
開
に
つ
い
て
の
意
見
交
換 

―
―
地
域
の
安
全
・
安
心
の
た
め
の
対
策
の
徹
底
を
要
望 

住
民
の
間
に
横
た
わ
る
不
信
感
が
払
拭
し
た
わ
け
で
は 

な
い
の
で
は
…
。 
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視点　平成16年6月5日　第7号

第１回意見交換会の概要　5月12日開催 原子力安全地域広報官を配置
　　　　　　―原子力安全・保安院 

情
報
公
開
を
巡
っ
て
… 

　
こ
の
他
、
１
号
機
の
再
起
動
に
伴
う
ト
ラ
ブ
ル
発
生
問
題

に
対
す
る
不
安
（
起
動
か
ら
発
電
ま
で
長
時
間
を
要
し
た
）

が
委
員
か
ら
表
明
さ
れ
た
ほ
か
、
事
業
者
か
ら
の
ト
ラ
ブ
ル

情
報
公
開
の
あ
り
方
を
巡
っ
て
の
質
疑
応
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　
行
政
側
か
ら
、
原
子
炉
起
動
に
伴
う
小
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の

発
表
な
ど
に
つ
い
て
は
、
十
分
な
説
明
抜
き
に
マ
ス
コ
ミ
報

道
さ
れ
、
誤
解
を
生
じ
か
ね
な
い
ケ
ー
ス
が
少
な
か
ら
ず
あ

る
、
悩
み
な
が
ら
の
情
報
公
開
で
あ
る
旨
の
発
言
が
あ
り
ま

し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
委
員
側
か
ら
、
ト
ラ
ブ
ル
発
生
原
因
が
一

つ
一
つ
異
な
る
以
上
す
べ
て
公
開
す
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
公
表
件
数
が
多
い
理
由
へ

の
質
問
も
あ
り
ま
し
た
。

　
東
電
は
、
積
極
的
に
情
報
公
開
し
て
い
る
た
め
、
と
「
何

か
あ
っ
た
ら
立
ち
止
ま
っ
て
点
検
す
る
」
と
い
う
対
応
が
件

数
の
増
加
の
要
因
だ
と
説
明
し
ま
し
た
。

　
こ
の
他
、
１
・
３
号
機
運
転
再
開
を
巡
っ
て
の
次
の
よ
う

な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

 

 

 意
見
　
１
号
機
の
不
具
合
、
５
号
機
の
弁
の
異
常
の
発
生
な
ど
、

小
さ
な
ト
ラ
ブ
ル
が
重
大
事
故
に
つ
な
が
る
と
い
う
ハ
イ
ン

リ
ッ
ヒ
の
法
則（
※
）の
観
点
か
ら
す
れ
ば
不
安
は
消
え
な
い
。

Ａ　
１
・
３
号
機
運
転
再
開
の
問
題
と
他
号
機
問
題
は
分
け
て

考
え
る
べ
き
。
今
回
の
再
開
容
認
は
安
全
性
が
保
た
れ
て
い

る
か
ど
う
か
、
と
い
う
観
点
か
ら
行
っ
た
。

意
見
　
住
民
理
解
が
進
ん
だ
、
と
い
う
判
断
の
背
景
に
つ
い
て

再
度
伺
い
た
い
。

Ａ　
議
会
の
や
り
と
り
が
一
応
煮
詰
ま
っ
て
き
た
こ
と
、
シ
ュ

ラ
ウ
ド
そ
れ
か
ら
再
循
環
系
配
管
の
ひ
び
割
れ
、
こ
れ
に
対

す
る
安
全
面
で
の
議
論
が
乾
い
て
き
た
こ
と
な
ど
を
判
断
理

由
と
し
て
い
る
が
、
議
論
が
決
着
を
見
た
か
否
か
の
評
価
は

分
か
れ
る
と
こ
ろ
だ
と
思
う
。
安
心
面
で
の
不
安
材
料
が
す

べ
て
解
消
さ
れ
た
と
考
え
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
や
っ
と
合

格
点
、
決
し
て
満
点
で
は
な
い
中
で
の
判
断
で
あ
る
。
今
回

の
判
断
に
対
す
る
県
知
事
の
表
現
を
借
り
れ
ば
そ
う
い
う
こ

と
に
な
る
か
と
思
う
。

意
見
　
運
転
再
開
に
当
た
っ
て
、
今
回
の
よ
う
な
事
象
が
出
て

く
る
こ
と
は
あ
る
程
度
や
む
を
得
な
い
か
と
も
思
う
。
別
な

見
方
を
す
れ
ば
不
幸
中
の
幸
で
あ
っ
た
と
い
う
捉
え
方
も
で

き
る
。 

　
一
方
、
国
も
全
戸
配
布
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
見
ら
れ
る
よ
う

に
、
分
か
り
や
す
い
広
報
へ
の
努
力
を
し
て
い
る
。
そ
の
辺

も
評
価
し
た
い
と
こ
ろ
だ
。 

意
見
　
見
切
り
発
車
の
よ
う
な
形
で
判
断
が
な
さ
れ
、
事
態
が

推
移
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。
発
電
所
問
題

を
巡
っ
て
一
定
の
緊
張
関
係
が
あ
る
こ
と
が
地
域
の
安
心
に

つ
な
が
る
。
地
域
の
会
の
役
割
は
議
論
を
継
続
さ
せ
、
問
題

を
掘
り
下
げ
本
質
的
な
議
論
に
つ
な
げ
て
い
く
と
こ
ろ
に
あ

る
と
考
え
て
い
る
。 

　
※
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
の
法
則
…
１
件
の
重
大
事
故
の
背
景
に
29
件

の
軽
い
事
故
が
あ
り
、
そ
の
背
後
に
は
さ
ら
に
３
０
０
件
の

小
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
る
と
い
う
労
働
災
害
の
統
計
分
析
か
ら
導

き
出
さ
れ
た
法
則
。
東
京
六
本
木
ヒ
ル
ズ
の
回
転
ド
ア
事
故

な
ど
危
機
管
理
の
問
題
と
関
連
づ
け
て
よ
く
引
用
さ
れ
る
。

4月 1日

 2日

 5日

 6日

 7日

 8日
 9日

13日

14日
14日

18日
19日

22日

26日

27日
28日

28日

30日
5月11日

19日

５号機圧力抑制室スプレイ用のモ
ータ駆動弁開閉動作確認で弁が完
全に閉まらない状態を確認し公表
（3/31発生）
５号機で原子炉自動スクラム信号(Ａ
系）の誤信号発生
１号機原子炉隔離時冷却系の点検
状況について公表（3/29不具合発
生）
６号機原子炉再循環ポンプ(D)の点
検状況について公表（3/26不具合
発生）
２号機の主蒸気隔離弁閉の誤信号
発生
１号機の発電開始
安全協定に基づく地元自治体の状
況確認
２号機の点検・補修状況について
公表（圧力抑制プール内にゴミの
確認なし）
３号機の原子炉起動
５号機ランドリー建屋洗濯装置の
水漏れ（4/13発生）を公表
３号機の発電開始
３・４号機サービス建屋内の床面
カーペットで極微量の放射性物質
を確認（4/16発生）し、カーペッ
ト交換
１号機タービン建屋屋上における
作業員の微量な放射線被ばく（4/21
発生）について公表
５号機の中間領域モニタ指示値の
変動を確認（4/25発生）し公表
５号機の原子炉起動
水処理建屋でけが人が発生（4/27）
し公表
原子力安全・保安院に管理区域か
らの搬出物品の取扱に関する改善
状況を報告
５号機の発電開始
安全協定に基づく地元自治体の状
況確認
２号機原子炉格納容器の漏えい率
検査合格

発電所を巡る動き（4月1日～5月19日）

新
潟
県
に
よ
る
１
・
３
号
機
運
転
再
開
容
認
の
説
明

運
転
再
開
に
つ
い
て
の
意
見
交
換

 

第
１
回
意
見
交
換
会
で
は
前
回
定
例
会
決
議
に

基
づ
き
、
委
員
相
互
の
意
見
交
換
を
主
と
す
る

た
め
非
公
開
で
開
催
。
今
後
の
会
の
進
め
方
、

次
回
定
例
会
の
テ
ー
マ
、
情
報
誌
に
つ
い
て
―

な
ど
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

今
後
の
「
会
」
の
進
め
方
、 

次
回
定
例
会
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て 

　
次
回
以
降
の
定
例
会
運
営
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。「
会
」
発
足
１
年
が
経
過
し
た
こ
と
、

６
月
前
後
に
全
号
機
運
転
再
開
が
予
想
さ
れ
る
の
で

「
会
」
の
活
動
を
総
括
し
、
保
安
院
・
東
京
電
力
に
対

し
て
提
言
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。
提
言
内
容
は
今

後
協
議
の
上
、
内
容
決
定
し
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
出
席
の

保
安
院
・
東
京
電
力
の
経
過
報
告
と
見
通
し
に
つ
い
て

の
発
言
を
得
た
上
で
提
言
（
要
望
書
）
を
手
渡
す
こ
と

と
し
ま
し
た
。

情
報
誌
に
つ
い
て 

　
「
会
」
情
報
誌
を

よ
り
読
み
や
す
く
、

親
し
み
や
す
い
も
の

に
す
る
た
め
、
発
行

１
年
経
過
を
機
に
刷

新
を
画
り
、
従
来
の

Ａ
４
判
か
ら
タ
ブ
ロ

イ
ド
判
と
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

住
民
理
解
が
進
ん
だ 

　
　
　
　
　
―
―
そ
の
判
断
の
背
景
に
つ
い
て 

　経産省原子力安全・保安院は、発電所
など原子力施設立地地域への公聴・広報
活動を強化するため「原子力安全広報課」
を新設、同時に原子力安全地域広報官を
配置した。
　地元からの要望も踏まえて実現したも
のだが、地域に密着した広報活動を目指し、
ニュースレターの定期発行・全戸配布、
また分かりやすい公聴・広報活動のため
の教育・研修を行うことを当面の主業務
とする。柏崎刈羽地域の場合、当面、広
報官を現保安検査事務所長が兼務する。
　「地域の会」では、地域の強い要望に
保安院が応えたものと評価し期待する一方、
今後の活動のあり方を注視したい、とし
ている。
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こ
の
情
報
誌
が
、
固
す
ぎ
て
あ
ま

り
読
ま
れ
て
い
な
い
の
で
は
、
と
心

配
し
て
い
ま
す
。
今
回
、
見
や
す
さ

を
考
え
、
今
ま
で
の
Ａ
４
判
の
大
き

さ
か
ら
タ
ブ
ロ
イ
ド
判
に
変
え
て
、

写
真
を
増
や
し
字
も
大
き
く
し
て
み

ま
し
た
。

　「
地
域
の
会
」
は
、
賛
成
、
反
対
、

中
間
の
考
え
の
人
が
集
ま
り
活
動
し

て
い
く
会
で
あ
り
ま
す
の
で
、
固
く

な
る
の
は
致
し
方
な
い
の
か
と
も
思

っ
て
お
り
ま
す
が
、
ご
意
見
等
聞
か

せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
広
報
委
員
Ｋ
）

編
集
後
記 

地
域
の
会
で
は 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で 

活
動
の
全
て
を 

公
開
し
て
い
ま
す
。 

 

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
活

動
状
況
を
タ
イ
ム
リ
ー
に

お
知
ら
せ
す
る
と
共
に
、

会
議
録
、
会
議
資
料
の
全

文
を
公
開
し
て
お
り
、
資

料
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。 

　
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

お
よ
び
地
域
の
会
に
対
す

る
ご
意
見
・
お
問
合
わ
せ

に
つ
い
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
か
ら
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。 

http://www.tiikinokai.jp

私
た
ち
「
地
域
の
会
」
は
こ
の
一
年
間
に
何
を
な
し
得
た
の
か
、

何
を
な
し
得
な
か
っ
た
の
か
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
何
を
な
す

べ
き
か
―
。
地
域
の
安
全
と
安
心
の
た
め
に
問
い
続
け
ま
す
。

こ
こ
に
改
め
て
「
地
域
の
会
」
の
一
年
間
の
活

動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
活
動
内
容

を
検
証
し
つ
つ
、
さ
ら
に
充
実
し
た
活
動
を
目

指
し
て
住
民
の
皆
様
と
と
も
に
模
索
し
続
け
た

い
と
考
え
ま
す
。

平成14年
８月29日
12月19日

平成15年
１月27日
２月19日
４月18日
５月12日

６月１日
・２日
６月９日

７月２日
７月17日
・31日
８月５日
９月３日
10月２日

11月６日

12月３日

12月14日

平成16年
１月15日
２月13日
３月12日
・13日
３月15日

４月12日

東電の不正事件発覚
第１回準備会

第２回準備会
第３回準備会
予備会議
第１回定例会

発電所視察

第２回定例会

第３回定例会
第１回臨時会

第４回定例会
第５回定例会
第６回定例会

第７回定例会

第８回定例会

発電所現況視察

第９回定例会
第10回定例会
東海村視察研修

第11回定例会

第12回定例会　

（準備会設立趣旨、会の趣旨・
　目的・委員会等説明）

（行政からの提案）
（会則について）
（趣旨の確認、今後の進め方）
（不正の経過及び発電所の取り
　組み）
（漏えい率検査、シュラウド及
　び再循環系配管）
（前回以降の動き、首都圏の電
　力需給問題）
（４号機運転再開のついて）
（再循環配管の点検データ確認）

（品質保証制度について）
（維持基準導入の考え方）
（特認申請とシュラウドについ
　て）
（異物混入問題、市長プレゼン：
　規制の在り方）
（委員意見交換：異物混入問題・
　規制の在り方、異物混入問題
　について意見のとりまとめを
　行う）
（物品管理状況）

（委員意見交換：規制の在り方）
（保安院との意見交換）
（原子燃料工業、原研、原子力
　防災意見交換）
（委員意見交換、会長・副会長
　決定）
（意見交換会）

・情報誌「視点」発行：６回発行

・ホームページ開設（平成15年６月）、会議録・資料を随時更新

・運営委員会（会の運営を検討する合議組織）：７回開催

・広報委員会（情報誌の吟味担当）：７回開催

反省点と展望
▼定例会での委員意見は次のようなものでした。

・全号機運転再開が進められていく中で「会」の

　役割が改めて問われることになるが、これまで

　の「会」の活動を評価すべきところは評価し、

　なお「会」の役割とは何かを問うていく必要が

　ある。

・国、東電が会に対して宣言・約束した是正措置

　をしっかり履行しているかを確認していく事が

　今後の会の中心的役割となるだろう。

・「会」で取り扱うテーマの背後に国の原子力政

　策があることを承知しつつも、「会」としては

　できるだけ身近な問題を扱い、当地の原発の安

　全確認に重点を置くというスタンスを今後とも

　保持すべき。

地域の会の発足からの経緯

活動実績

新 野 良 子

今 井 長 司

浅 賀 千 穂

阿 部 尚 義

伊 比 　 隆

金 子 彰 夫

川 口 　 寛

小 山 　 進

佐 藤 正 幸

柴 野 健 蔵

高 橋 保 司

武 本 和 幸

田 辺 忠 弘

内 藤 信 寛

中 沢 洋 一

中 村 節 子

本 間 　 保

牧 　 　 豊

丸 山 将 孝

宮 崎 孝 司

吉 田 　 巌

渡 辺 五 四 六

渡 辺 丈 夫

渡 辺 洋 一

かしわざき男女共同参画プラン推進市民会議

農業団体

プルサーマルを考える柏崎刈羽市民ネットワーク

社団法人　柏崎青年会議所

西山町

柏崎コミュニティ協議会

柏崎エネルギーフォーラム

刈羽エネルギー懇談会

柏崎原発反対地元三団体

荒浜21フォーラム

西山町

原発反対刈羽村を守る会

柏崎ニューエネルギーリサーチ

柏崎商工会議所

原発問題を考える刈羽西山住民の会

国際ソロプチミスト柏崎

プルサーマルを考える医科歯科医師の会

西山町

刈羽村商工会

原発問題を考える柏崎刈羽地域連絡センター

高浜地区町内会

連合柏崎地協

西山町

松浜地区町内会

（会長・運営委員）

（副会長・運営委員）

（運営委員・広報委員）

（広報委員）

（広報委員）

（運営委員）

（広報委員）

（広報委員）

（運営委員）

「　地　域　の　会　」　委　員

超音波探傷検査の視察（平成15年7月17日）

第１回定例会での柏崎市長のあいさつ
（平成15年5月12日）

発電所７号機・弁の封印状況視察（平成15年6月1～2日）

茨城県東海村の日本原子力研究所東海研究所
燃料試験施設視察（平成16年3月12日）

管理区域外への物品搬出問題についての
発電所視察（平成15年12月14日）

第７回定例会　異物混入問題を議論
（平成15年11月6日）

第10回定例会　安全規制問題をテーマに議論
（保安院の説明）（平成16年2月13日）


